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「
原
稿
を
書
い
て
み
た
い
」

「
取
材
を
し
て
み
た
い
」「
イ
ラ

ス
ト
が
描
け
る
」
そ
ん
な
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
（
性
別
、
経
験
は
不
問
）

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
活
動
内
容　

男
女
共
同
参
画

情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」（
年
１

回
・
２
月
発
行
予
定
）の
企
画
・

編
集

▽
活
動
期
間　

９
月
〜
平
成　
２８

年
３
月

▽
活
動
日　

年
４
回
程
度

▽
応
募
用
紙
の
配
布
場
所　

市

民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
）、
市

役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館

▽
応
募
期
限　

８
月　

日
豺
必

３１

着▽
応
募
方
法　

①
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
住
所
③
生
年
月
日
④

性
別
⑤
電
話
番
号
⑥
応
募
理
由

を
記
入
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、

（
〒　
　

東
大
和
市
中
央
３
―

２０７-
８５８５

　

）、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―
５

９３０

０４２

５６３

９
３
１
）
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
「
は
ー

も
に
い
編
集
委
員
募
集
」
の
ペ

ー
ジ
）
か
ら
も
ご
応
募
で
き
ま

す
。

■
男
女
共
同
参
画
相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

男
女
で
仕
事
の
内
容
に
違
い

が
あ
る
、
昇
進
・
昇
格
に
男
女

差
別
が
あ
る
、
上
司
か
ら
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
て
い

る
等
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、「
男
女
が
平
等
で
誰

も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
」
を

目
指
し
て
、
男
女
共
同
参
画
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
相
談
員
が
個
別
に
相
談

に
応
じ
、
一
緒
に
解
決
方
法
を

探
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
事

前
予
約
制
）。

�
以
上
の
お
問
合
せ
、
相
談
の

予
約
は
、
市
民
生
活
課
・
内
線

１
７
１
５
ま
で
。

　

家
庭
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の

減
免
制
度
は
、下
表
の
世
帯
に
、

一
定
枚
数
の
指
定
収
集
袋
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

【
申
請
手
続
き
】

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方　

　

下
表
の
証
明
物
、
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
も
の
）
を
持
参
の
う

え
、
ご
み
対
策
課
（
市
役
所
３

階
）
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
に
市
内
に

２７

転
入
さ
れ
た
方
は
、
世
帯
員
全

員
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
袋
の
交
付
を

　
　
　
　
　

受
け
て
い
る
方

　
　

月
以
降
に
関
わ
る
申
請
書

１０
を
、
順
次
郵
送
し
て
い
ま
す
。

お
手
元
に
届
き
次
第
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

　

地
産
地
消
の
体
験
事
業
と
し

て
、
と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
・
じ

ゃ
が
い
も
掘
り
体
験
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
体
験

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

７
月
４
日
貍
午
前
９

時
〜　

時
頃
（
受
付
は
午
前
８

１１

時　

分
か
ら
）

３０

▽
集
合
場
所　

東
大
和
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー（
左
図
参
照
）

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

２０

▽
内
容　

と
う
も
ろ
こ
し
刈
り
、

試
食
会

▽
申
込
み　

６
月　

日
豺
か
ら

�
�

�
�
�
�
�
�

１５

電
話
受
付
（
定
員
に
達
し
次
第

受
付
終
了
）

■
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
体
験

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で

小
学
生
以
上
の
親
子

▽
日
時　

７
月　

日
貍
午
前
９

１１

時
か
ら
（
受
付
は
午
前
８
時　
３０

分
か
ら
）

▽
集
合
場
所　

奈
良
橋
４
―　
６７２

（
左
図
参
照
）

▽
定
員　
　

組
（
申
込
順
）

２５

▽
内
容　

じ
ゃ
が
い
も
掘
り

▽
申
込
み　

６
月　

日
豺
か
ら

�
�

�
�
�
�
�
�

２２

　

５
月　

日
に
開
か
れ
た
平

２６

成　

年
第
１
回
市
議
会
臨
時

２７
会
に
お
い
て
、
市
議
会
議
長

に
関
田
正
民
氏
（　

歳
）、副

６７

議
長
に
中
間
建
二
氏
（　
４６

歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

◎
議　

長　

関
田　

正
民
氏

◎
副
議
長　

中
間　

建
二
氏

　

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

に
は
、
押
本
修
氏
（　

歳
）

５０

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
監
査
委
員　

押
本　

修
氏

　

任
期
は
、
平
成　

年
５
月

２７

　

日
か
ら
平
成　

年
４
月　

２６

３１

３０

日
ま
で
で
す
。

ごみ有料化 

減免制度のご案内 
─要件を満たす世帯に、指定収集袋を交付─ 

男
女
共
同
参
画
情
報
誌
「
は
ー
も
に
い
」 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集 

議
長
に
関
田
正
民
氏 

　
副
議
長
に
中
間
建
二
氏 

　
　
監
査
委
員
に
押
本
修
氏 

市議会 

親子で楽しく！ 
とうもろこし刈り・ 
じゃがいも掘り 

電
話
受
付
（
定
員
に
達
し
次
第

受
付
終
了
）

【
共
通
事
項
】

▽
雨
天
時
の
対
応　

小
雨
決
行
。

荒
天
時
は
翌
日
順
延
。
順
延
が

決
定
し
た
場
合
は
、
当
日
午
前

８
時
ま
で
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

▽
費
用　

１
人
当
た
り　

円
２００

（
保
険
代
等
。
当
日
受
付
時
に

集
金
し
ま
す
）

▽
持
ち
物　

汚
れ
て
も
良
い
服

装
、
軍
手
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

�
以
上
の
お
申
込
み
、
問
合
せ

は
、
産
業
振
興
課
・
内
線
１
０

７
２
ま
で
。

　

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で

開
催
し
て
い
る
農
産
物
共
同
直

売
所
に
つ
い
て
、
市
役
所
本
庁

舎
の
耐
震
工
事
の
た
め
、
開
催

場
所
を
中
央
公
民
館
入
口
ピ
ロ

テ
ィ
ー
に
変
更
し
ま
す
。

▽
変
更
日　

７
月
２
日
貅
か
ら

▽
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
８

時　

分
〜
正
午
（
祝
日
は
除
く
）

３０
▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
２
ま
で
。

家庭廃棄物処理手数料減免制度の要件等

証明物該当世帯

生活保護受給証明書の提出生活保護受給世帯

児童扶養手当証書の提示児童扶養手当受給者がいる世帯で、世帯員全員
が市民税非課税世帯

特別児童扶養手当証書の提示特別児童扶養手当受給者がいる世帯で、世帯員
全員が市民税非課税世帯

老齢福祉年金証書の提示老齢福祉年金受給者がいる世帯で、世帯員全員
が市民税非課税世帯

身体障害者手帳の提示身体障害者手帳 1・2級をお持ちの方がいる世帯
で、世帯員全員が市民税非課税世帯

精神障害者手帳の提示精神障害者手帳 1・2級をお持ちの方がいる世帯
で、世帯員全員が市民税非課税世帯

愛の手帳の提示愛の手帳 1・2度をお持ちの方がいる世帯で、世
帯員全員が市民税非課税世帯

必要なし75歳以上の方のみで構成されている世帯で、世
帯員全員が市民税非課税世帯

�
議
長　

関
田
正
民
氏

�
副
議
長　

中
間
建
二
氏

  

N 新青梅街道 

東
大
和
高
校 

ガソリン 
スタンド 

飲食店 
中央通り 

ファーマーズ 
センター 

公園 

公園 

N 

青梅街道 

スーパー 

スーパー 

郵便局 

一 中 

一  

小 

集合場所 
（畑） 

中
央
公
民
館
に
変
更 

農
産
物
共
同 

　
　
　
直
売
所 

今月の不燃ごみは6月 16日貂～ 19日貊の間で収集します 地域によって収集日が異なります。ごみ排出カレンダーを
ご確認ください／ごみ対策課・内線1241まで

戦争と核兵器のない世界の建設

に向けて努力することをあらた

めて誓い、東大和市が平和都市

であることを宣言する。

〔東大和市平和都市宣言（抄）〕

　

今
年
も
す
で
に
台
風
が
発
生

し
て
い
ま
す
。「
雨
が
降
っ
て

い
る
、強
風
が
吹
い
て
い
る
」等

で
、
ご
み
を
排
出
し
て
良
い
か

迷
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

台
風
な
ど
の
荒
天
時
も
原
則

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
が
、
紙
類
は

濡
れ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
回
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
台
風

な
ど
で
収
集
か
ご
を
置
く
こ
と

が
危
険
な
場
合
は
、
資
源
物
の

収
集
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り

あ
り
ま
す
（
そ
の
際
は
広
報
車

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

荒
天
時
の 

　 

ご
み
収
集 
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市
民
の
方
が
所
有
す
る
住
宅

ま
た
は
店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を

市
内
の
建
設
業
者
に
発
注
し
た

場
合
、
工
事
費
用
の
一
部
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
店
舗
・
住
宅

�
住
宅

：

市
内
に
所
有
す
る
自

己
居
住
用
の
住
宅

�
店
舗

：

市
内
に
あ
る
自
己
営

業
用
の
小
売
店
舗
等
で
風
俗
営

業
法
の
規
制
を
受
け
な
い
店
舗

（
自
己
営
業
用
店
舗
を
賃
借
し

て
い
る
場
合
も
可
）

※
平
成　

年
度
以
降
に
、
同
一

２５

の
住
宅
・
店
舗
で
こ
の
補
助
金

を
受
け
た
方
は
、
今
年
度
の
補

助
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
平

成　

年
度
以
前
に
利
用
し
て
い

２４
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象
と
な
る
工
事　

工
事
金

額
が
消
費
税
額
を
除
き　

万
円

１５

以
上
で
、
市
内
の
建
設
業
者
が

行
う
増
改
築
工
事
で
、
交
付
決

定
以
降
に
着
工
し
、
平
成　

年
２８

３
月　

日
ま
で
に
完
了
す
る
工

３１

事※
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
は

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▽
補
助
金
額　

工
事
金
額
の
５

％
以
内
（
最
高
限
度
額　

万
円
）

１０

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

■
季
節
の
投
影
「
た
な
ば
た
さ

ま
の
星
空
」

　

職
員
が
直
接
お
話
を
す
る
七

夕
限
定
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

天
の
川
を
た
ど
り
な
が
ら
織
姫

星
や
彦
星
を
探
し
ま
し
ょ
う
。

▽
投
影
日
時　

７
月
４
日
貍
・

５
日
豸
午
前　

時
、 
午
後
１
時
、

１１

午
後
３
時
か
ら
各
回　

分
程
度

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
定
員　

各
回　

人
（
当
日
先

１００

着
順
）

▽
観
覧
料　

大
人　

円
、
小
・

２００

中
学
生　

円
１００

※
投
影
途
中
で
の
入
退
場
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
日
の
通
常
番

組
の
投
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

郷
土
博
物
館
�　
０４２

―　

―
４
８
０
０
ま
で
。

５６７
■
「
子
ど
も
た
ち
と
の
公
民
館

＆
児
童
館
」

　

公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
大

人
と
児
童
館
に
来
る
子
ど
も
た

ち
が
、
夏
の
一
日
を
一
緒
に
な

っ
て
楽
し
く
遊
び
ま
す
。

▽
対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生

〜　

歳
未
満
と
保
護
者

１８
▽
日
時
・
場
所　

７
月　

日
貍

１８

午
後
１
時　

分
〜
４
時
／
南
街

３０

公
民
館
・
な
ん
が
い
児
童
館

▽
申
込
み　

６
月　

日
豺
〜
７

２２

月　

日
貊
の
間
に
、
南
街
公
民

１７
館
、
な
ん
が
い
児
童
館
の
窓
口

で
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
申
込
順
）。

▽
問
合
せ　

南
街
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
７
１
、
な
ん
が
い

５６４
児
童
館
�　

―　

―
２
４
４
１

０４２

５６７

ま
で
。

■
多
摩
・
島
し
ょ
広
域
連
携
活

動
事
業
〜
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体

験
塾

　

多
摩
・
島
し
ょ
の
市
町
村
な

ど
で
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
様
々
な
感
動
を
体
験

す
る
た
め
、
共
同
で
子
ど
も
の

体
験
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
ク
ラ
ブ
と
柔
ら

か
い
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、
年
齢

や
レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
に
安
全
に

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
、 
昭
島
市
、

立
川
市
、
武
蔵
村
山
市
に
在

住
・
在
学
の
小
・
中
学
生
（
保

護
者
の
見
学
可
）

▽
日
時　

７
月　

日
貊
午
前
８

２４

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

昭
和
の
森
ゴ
ル
フ
コ

ー
ス
（
昭
島
市
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
多
数
の

１９２

場
合
は
抽
選
）

▽
費
用　

二
、五
〇
〇
円（
保
険

料
、
昼
食
代
、
参
加
賞
代
を
含

む
）。
昼
食
を
希
望
す
る
保
護
者

は
別
途
一
、
〇
〇
〇
円
が
必
要

で
す
。
当
日
会
場
受
付
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
方
法　

６
月　

日
貂
ま

２３

で
に
、
は
が
き
に
次
の
と
お
り

記
入
し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い

（
１
人
１
通
。 
当
日
消
印
有
効
）。

�
宛
先

：

〒　
　

昭
島
市
田
中

１９６-
００１４

町　

―
３　

昭
和
飛
行
機
工
業

６１０
㈱　

管
理
本
部
地
域
振
興
推
進

室
内
「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル
フ
体
験

塾
」
実
行
委
員
会
事
務
局

�
記
載
事
項

：

①
参
加
者
の
郵

便
番
号
・
住
所
②
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
③
性
別
④
学
年
⑤
身
長

⑥
右
打
ち
ま
た
は
左
打
ち
⑦
ゴ

ル
フ
経
験
の
有
無
⑧
保
護
者
氏

名
・
緊
急
連
絡
先
電
話
番
号
⑨

保
護
者
の
昼
食
申
込
み
の
有

無
・
人
数

※
複
数
の
応
募
者
で
申
し
込
む

場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
は
が
き

に
保
護
者
の
昼
食
の
有
無
・
人

数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

「
ス
ナ
ッ
グ
ゴ
ル

フ
体
験
塾
」
実
行
委
員
会
事
務

局
�　

―　

―
４
９
５
７
へ

０４２

５４１

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
）。

■
友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

「
喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！
」

〜
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
の
シ
ン
ボ

ル
『
甲
斐
本
家
蔵
座
敷
』
を
一

般
公
開

　

喜
多
方
市
は
全
国
有
数
の
蔵

の
ま
ち
で
す
。
甲 

本
家
蔵
座

敷
は
、
大
正
６
年
に
着
工
、
完

成
ま
で
７
年
余
も
の
歳
月
を
要

し
、
国
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
壁
は
す
べ
て
黒 
漆
喰 
で
塗

し
っ
く
い

り
こ
め
ら
れ
、
こ
の
黒
漆
喰
が

重
厚
な
風
格
を
漂
わ
せ
て
い
ま

す
。
甲 

家
に
伝
わ
る
陶
器
・

漆
器
な
ど
の
美
術
、
工
芸
品
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

▽
住
所　

喜
多
方
市
字
一
丁
目

４
６
１
１

▽
料
金　

大
学
生
以
上　

円
、

４００

小
・
中
・
高
校
生　

円
１５０

※
団
体
割
引
も
あ
り
ま
す
。

▽
開
館
期
間
・
時
間　
　

月　
１１

２６

日
貅
ま
で
の
午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時

▽
問
合
せ　

喜
多
方
市
ふ
る
さ

と
振
興
株
式
会
社
�
０
２
４
１

―　

―
３
９
０
０
へ
。

２４
�
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に

つ
い
て
は
、
喜
多
方
観
光
物
産

協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kitakata-ka

nko.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

■
消
費
者
講
座
〜
機
能
性
表
示

食
品
っ
て
何
だ
ろ
う
？

　

平
成　

年
４
月
か
ら
「
機
能

２７

性
表
示
食
品
制
度
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
制
度

な
の
か
、
表
示
を
見
る
こ
と
で

何
が
分
か
る
の
か
等
、
食
品
表

示
の
プ
ロ
か
ら
学
び
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
２
日
貅
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

４０

▽
講
師　

大
道
不
二
子
氏
（
日

本
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
保
育　

定
員
６
人
（
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
６
月　

日
豺

２２

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

▽
手
話
通
訳　

フ
ァ
ク
ス

（　

―　

―
５
９
３
１
）
ま
た

０４２

５６３

は
メ
ー
ル
（shim

inseikatsu
@
city.higashiyam

ato.lg.j
p

）
で
、
６
月　

日
豺
ま
で
に
お

２２

申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
講
座
申
込
み
・
問
合
せ　

市

民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま

で
。

　

保
護
者
の
仕
事
や

病
気
、
育
児
疲
れ
、

美
容
院
に
行
く
時
な

ど
に
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

１
歳
以
上

で
認
可
保
育
園
に
入

園
し
て
い
な
い
、
集

団
保
育
が
で
き
る
未

就
学
児

▽
実
施
日　

月
〜
土

曜
日
（
祝
日
、
年
末

年
始
等
は
除
く
）

▽
保
育
時
間
・
利
用

料�
１
日
利
用
（
８
時

�

間
）

：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／

二
、
四
〇
〇
円

�
半
日
利
用
（
４
時
間
）

：

午
前

９
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
５
時
／
一
、
二
〇
〇
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

母
子

健
康
手
帳
、
健
康
保
険
証
、
乳

幼
児
医
療
証

▽
利
用
方
法　

事
前
予
約
制
で

す
。
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
ま
た
は
予
約
専
用
電

話
（
�　

―　

―
３
６
５
５
）

０４２

５６５

で
、
１
か
月
先
ま
で
の
空
い
て

い
る
日
を
予
約
で
き
ま
す
。

◎
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〜

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
お
預
か

り
し
ま
す

　

保
護
者
の
方
が
出
産
・
病
気

等
で
、
お
子
さ
ん
を
養
育
で
き

な
い
時
、
養
育
協
力
員
宅
に
お

子
さ
ん
を
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

満
２
歳
以
上　

歳
以
下
（
中
学

１２

生
は
除
く
）
の
子
ど
も
で
、
保

護
者
の
方
が
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
一
時
的
に
子
ど
も
の

養
育
が
困
難
な
時

�
病
気
、
負
傷
ま
た
は
出
産
等

で
入
院
、
加
療
、
療
養
す
る
時

�
親
族
の
病
気
な
ど
で
そ
の
看

護
、
介
護
に
あ
た
る
時

�
事
故
、
災
害
に
あ
っ
た
時

�
冠
婚
葬
祭
に
出
席
す
る
時
等

▽
利
用
期
間　

１
回
当
た
り
１

泊
２
日
〜
６
泊
７
日

▽
利
用
料　

子
ど
も
１
人
１
泊

に
つ
き
二
、
○
○
○
円

■
７
月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

ば
　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な
ど

に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊
び
や

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参
加
者

同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い

ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の
発
達

な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

０
歳
〜
３
歳
児
と
そ

の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　

７
月
１
日

貉

：

湖
畔
集
会
所
、
７
月
８
日

貉

：

清
水
集
会
所
、
7
月
９
日

貅

：

む
こ
う
は
ら
児
童
館
、
７

月　

日
貉

：

仲
原
集
会
所

２２
▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜　

１０

３０

１１

時　

分
（
事
前
予
約
不
要
）

４５
�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
か
る
が

も
�　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、

２７

「
東
大
和
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
設
置
要
綱
」
が
施
行

さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
登
録
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
の
観
光
に

お
け
る
利
便
性
を
高
め
、
観
光

客
や
観
光
資
源
に
関
心
を
持
つ

市
民
を
増
加
さ
せ
、
市
の
知
名

度
及
び
好
感
度
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。
登
録
を
済
ま

せ
た
方
が
自
主
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

市
の
観
光
資
源
な
ど

の
魅
力
の
発
信
に
興
味
・
関
心

が
あ
り
、市
内
で
の
活
動（
ま
ち

歩
き
等
）に
参
加
で
き
る
方
。

▽
内
容　

市
の
観
光
資
源
な
ど

の
魅
力
の
発
信
等

▽
登
録
申
請　

専
用
の
登
録
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

産
業
振
興
課
（
市
役
所
１
階
）

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
要
綱
は
産
業
振
興
課
で
配
布

（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

東大和市ふれあい広場～パネル展開催中 今年は戦後７０年の節目の年です。ふれあい広場（玉川上水駅北側）では、広島・長崎被爆写真パネル展を６月３０日貂ま
で開催しています（正午～午後６時）。あわせて平和祈念の折鶴制作も行います /問合せ　企画課・内線1425まで

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

「
か
る
が
も
」一
時
保
育
室
を 

　
　
　
　
利
用
し
ま
せ
ん
か 

催し物の 
　 ご案内 

住
宅
・
店
舗 

リ
フ
ォ
ー
ム
資
金 

　
　
　
助
成
制
度 

観
光 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　
　
　
ガ
イ
ド 
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第45回市民文化祭参加者募集 45第45回市民文化祭参加者募集 開催期間 10月10日（土）～11月3日（祝日） 
◎展示部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　※展示品の運搬中や展示中の破損等につきましては、責任を負いかねますので、ご承知のうえお申し込みください。

申込み・問合せ申込期限申込方法募　　集　　内　　容開催日・場所部　　門
柳澤冬明
（〒207-0015 中央 3-920-8、
  �042-561-4292）

8月31日必着はがき
�漢字、かな、その他書作品で軸装、額装済みのもの     �参加費200円
�住所、氏名、電話番号、作品の大きさ、漢字・かな等の区別、及び軸装
か額装の別を明記のこと　　�1人1点（半切幅以下の作品）

10月10日貍
　 ～13日貂
中央公民館

書道展

小林初朗
（〒207-0015 中央 2-846-13、
  �042-565-1952）

9月14日まで往復はがき
�油彩、水彩、日本画、水墨画、アクリル画、切絵、陶芸、イラストデザイン
�1人1点　　�参加費　200円
�大きさ6号から20号まで、額装または表装のこと
�住所、氏名、電話番号、作品の題名、大きさ、種類を明記のこと

10月14日貉
     ～17日貍
中央公民館

美術展

土谷俊雄
（� ・ ファクス兼用 042-565-8000）9月10日必着ファクス�一般盆栽　　�小品盆栽　　�山野草盆栽展

堤　健次
（〒207-0031 奈良橋1- 627-17、
   � ・ ファクス兼用 042-562-2842)

9月30日
午後8時必着

はがき
電話
ファクス

�ボタニカルアート（植物画）　　�1人1点
�作品の大きさは自由

ボタニカルアート展
（植物画展）

山田久雄
（〒207-0015 中央4-1037-13 、
  �042-561-0509）

10月10日必着はがき
�ラジオを作ってみませんか（IC+１石使用）
�10月17・18日両日とも午後１時30分から
�小学4年生以上、両日とも定員5人
�中央公民館エントランスホール

10月17日貍
     ・18日豸
中央公民館

アマチュア
無線クラブ

大河原万里子
（〒207-0014 南街2-40-4、 
   �042-562-1322）

9月20日
午後9時必着

はがき
電話

�1人1点、手作り作品（大きさに制限あり、相談に応じます）
�縦7㎝×横10㎝の画用紙に題名、氏名を記入し作品に付けること
�参加費　1点につき500円

10月18日豸
      ～21日貉
中央公民館

手工芸展

三浦（�042-561-8253）
9月30日
午後5時まで電話�絵手紙とその応用など

�お1人からでも、ぜひご参加ください。10月22日貅
     ～24日貍
中央公民館

絵手紙展

前田華京
（〒207-0014 南街2-104-8、
   �042-563-0299）

8月31日
消印有効往復はがき�1人1点　　�参加費500円

�自由花、生花、立花、アレンジメントなど花道展

三瓶範子
（〒207-0022 桜が丘1-1425-3-802、
　 �042-563-6030）

9月30日必着はがき�1人数点　　�高さ50㎝、幅・奥行き40㎝以内
�住所、氏名、電話番号、作品の数・大きさ・形状(花器・皿等)、作品名を明記のこと

10月25日豸
     ～29日貅
中央公民館

陶芸展

里脇秀雄
（〒207-0013 向原 6-935-1-410、 
  �042-561-7813）

9月23日必着はがき

�1人2点まで、サイズはA4・四切～A3ノビ・半切まで。額装またはマッ
ト貼（長辺65cm以内、ガラスなし、吊ひも付）
�市内在住または在勤者、在学、在会員
�「部名」、住所、氏名（ふりがな）、電話番号、作品と額の大きさ、題名
（ふりがな）、撮影場所を明記　　�参加費500円（高校生は無料）
�公序良俗に反するもの、コンテスト入賞、応募中、予定の作品は不可（審
査のない発表作品は可）　�表彰（市長賞・議長賞・奨励賞）有り

写真展

堤　健次
（� 042-562-2842）

10月29日
午後 8 時まで電話

�大菊盆養の部：高さ鉢底より花首下105～165㎝
�大菊切花の部：茎の長さ花首下50㎝指定花瓶入り
�ダルマの部：鉢底より花首下60㎝以下〔7号鉢〕
�福助の部：鉢底より花首下40㎝以下〔5号鉢〕
�雑菊の鉢植の部：菊全般、鉢植えに限る
�一般の部：切花（茎の長さ 、 花首下50㎝）、 入れ物（500mlペットボトル）

 11月 1 日豸    
～11月 3 日(祝日)
中央公民館

菊花展

◎ステージ部門
申込み・問合せ申込期限申込方法募　　集　　内　　容開催日・場所部　　門

大坂竹水
（〒207-0015 中央1-538-14、
  �042-564-7409）

8月17日
消印有効はがき�民謡（唄、踊り、合唱・合奏）　�住所、氏名、電話番号、曲目を明記のこと

�参加費1人3,000円、合唱・合奏1組6,000円
10月11日豸
ハミングホール民謡大会

麻生（�042-561-7000）8月31日
午後8時まで電話�和太鼓の継承と楽しさを考えるグループ

�和太鼓の演奏者の育成を考えるグループ
10月11日豸
中央公民館和太鼓演奏会

不二智美（�042-565-1518）
6月30日
午後5時まで電話�日舞・新舞踊　　�1曲6分以内　　�個人または組踊り

�参加費13,000円（プログラム・舞台料を含む）
10月12日(祝日)
ハミングホール日本舞踊

斉藤
（� ・ ファクス兼用 042-563-6581）

8月10日
午後5時必着ファクス

�市内で活動しているフラダンスチーム
�会場費及び舞台費用実費負担
�団体名、代表者氏名、電話番号、参加人数、出入りを含む必要分数を明記　

10月18日豸
ハミングホールフラダンス

池内眞硯
（〒207-0013 向原3-10-11-203、
�042-563-2465）

9月1日必着はがき
�吟題（絶句）、作者名、尺八伴奏の有無と本数、住所、氏名（本名）、電
話番号を明記のこと
�参加費1人1,500円（プログラム・昼食代を含む）

10月18日豸
中央公民館吟詠大会

浅見順子（�042-345-9065）当日参加可─�市内在住または在勤者10月23日貊
中央公民館フォークダンス

脇田正子
（�・ ファクス兼用 042-564-1629）8月31日まで電話

ファクス

�市内で活動しているアマチュア合唱グループ
�市内で活動している器楽のグループ
�参加費1人1,000円、3人以下の団体は1人1,200円、高校生以下の団体は
１団体3,000円

10月24日貍
ハミングホール

市民音楽祭

氏家 山（�042-561-3928）8月31日
午後8時まで電話�三曲演奏に関心のある方　　�参加費約3,000円三曲演奏会

橋野（�090-4421-9139、ファクス
042-562-9556）

8月9日
午後9時必着ファクス�文化祭をダンスで盛り上げてくれるチーム

�団体名、代表者氏名、電話番号、メールアドレスを明記
10月24日貍
中央公民館ストリートダンス

大沢三代子
（〒207-0004 清水2-815-15、
  �042-562-0815）

8月15日
午後5時必着

はがき
電話

�個人踊り、団体踊りも可　　�新舞踊1曲6分以内
�出演料　１曲13,000円

10月25日豸
ハミングホール

新舞踊大会

橋本
（メール hashimoto@mcmk.net、
ファクス042-566-8892）

8月31日まで
定員になり
次第締切

メール
ファクス

�音楽演奏など（ジャンルは問わず）
�参加費用：一般団体7,000円（1枠）
�グランドピアノ、マイク、マイクスタンド、スピーカー以外の備品は持参
�演奏時間10分以内（出入りを含む）　　�団体数の上限：20団体

音楽愛好会

清水
（� ・ ファクス兼用　042-564-4779）

8月31日必着
定員になり
次第締切

電話
ファクス

�声楽・器楽のソロ・アンサンブル（クラシック）
�市内在住・在勤、または東大和市音楽連盟の推薦があること
�参加費10,000円（10分以内）

11月1日豸
ハミングホール市民コンサート

長沼陽子
（�080-3088-5853、メール
 vivid_d_company@yahoo.co.jp）

6月30日まで電話
メール

�市内で活動をしているアマチュアのバレエ・ダンスのグループ
�１団体につき10分程度　　�参加費１分につき2,000円

11月3日(祝日)
ハミングホール

バレエ＆ダンス
秋の祭典

◎大会等
申込み・問合せ申込期限申込方法募　　集　　内　　容開催日・場所部　　門

大場（�042-564-2322）10月17日
午後5時まで電話�A級（二段以上）、対局時計使用　　�B級（初段以下）対局時計使用

�5対局得点制　　�参加費1人600円（昼食代含む）
10月18日豸

奈良橋市民センター将棋大会

鈴木
（� ・ファクス兼用 042-563-4000）

10月15日
午後5時まで
当日申込可

電話
ファクス

�A級（四段以上）、B級（初段～三段）、C級（1級以下）　　�4対局制
� １段（級）差１子のハンディ戦　　�参加費1人600円（昼食代含む）

10月25日豸
奈良橋市民センター囲碁大会
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市
で
は
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、
現

在
、
市
内　

校
の
小
学
校
で
実

１０

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
放
課
後

に
安
心
・
安
全
な
子
ど
も
の
活

動
拠
点
（
居
場
所
）
を
設
け
、

勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、

地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

高
校
生
以
上
で
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
理
解
と
関

心
が
あ
り
、
月
〜
金
曜
日
の
余

裕
の
あ
る
日
に
、
お
お
む
ね
午

後
１
時　

分
〜
４
時　

分
の
間
、

３０

３０

月
１
回
以
上
の
活
動
が
で
き
る

方▽
募
集
人
数　

約　

人
３０

▽
活
動
内
容　

左
上
表
の
と
お

協力者を 
　募集します 
協力者を 
　募集します 

放課後子ども教室 

り※
応
募
方
法
等
は
、
青
少
年
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

中
学
校
用
教
科
書
の
法
定
展
示
会 

　

今
年
度
は
、
中
学
校
の
生
徒

が
使
用
す
る
教
科
書
の
採
択
替

え
の
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学

校
用
教
科
書
の
採
択
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
法

定
展
示
会
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月　

日
貊
〜
７
月

１９

８
日
貉
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

３０※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
ご

来
場
の
際
に
、
東
大
和
市
教
育

セ
ン
タ
ー
の
受
付
窓
口
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

東
大
和
市
教
育
セ
ン

タ
ー
（
清
原
４
―
１
３
１
２
―

２ 
第
三
小
学
校
３
階
）

▽
展
示
内
容　

各
教
科
書
発
行

者
が
出
版
し
、
文
部
科
学
省
の

教
科
書
検
定
に
合
格
し
た
中
学

校
用
教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

な
お
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
の
都

合
に
よ
り
、
全
て
の
教
科
書
は

展
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
教
科
書
セ

ン
タ
ー
（
立
川
市
錦
町
６
―
３

―
１
東
京
都
多
摩
教
育
セ
ン
タ

ー
内
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
意
見
募
集　

展
示
会
場
に
備

え
付
け
の
意
見
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
教
育
セ
ン
タ
ー
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
く
こ
と
を
目
的
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

市
で
は
、
運
動
の
一
環
と
し

て
、
市
内
の
中
学
生
が
実
行
委

員
と
な
り
、
司
会
進
行
、
会
場

案
内
な
ど
を
担
当
す
る
「
中
学

生
の
意
見
発
表
」
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

７
月
４
日
貍
午
後
１

時
〜
４
時　

分
３０

※
開
場
午
後
０
時　

分
３０

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
内
容　

第
一
部
は
市
内
中
学

生
に
よ
る
意
見
発
表
及
び
感
謝

状
授
与
式
、
第
二
部
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

※
入
場
は
無
料
で
す
。
当
日
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
２
ま
で
。

社会を明るくする運動 
主要事業 

中学生の  

　意見発表  

　

市
で
は
、
東
大
和
市
く
ら
し

・
し
ご
と
応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ

え
る
」
に
お
い
て
、
経
済
的
な

問
題
と
合
わ
せ
て
、
精
神
的
な

問
題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
様
々

な
ご
相
談
に
対
し
て
、
専
門
の

支
援
員
が
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
居
確
保
給

付
金
と
し
て
、
一
定
の
要
件
の

も
と
、
離
職
者
に
対
す
る
家
賃

補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

東
大
和
市
内
に
居
住

し
、
失
業
等
に
よ
り
生
活
に
お

困
り
の
方
、
ま
た
は
本
事
業
に

よ
る
支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
方

※
住
居
確
保
給
付
金
の
利
用
は
、

一
定
の
資
産
収
入
要
件
等
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
詳
細
を
ご
覧
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
開
設
日
時　

月
〜
金
曜
日
午

前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

※
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

東
大
和
市 

く
ら
し
・
し
ご
と 

応
援
セ
ン
タ
ー 

　  

　 

「
そ
え
る
」 

障害者等の手当等制度のご案内 障害者等の手当等制度のご案内 
手当により、所得制限・併給制限などがありますので、児童育
成手当（障害手当・育成手当）は子育て支援課・内線1762、そ
の他は障害福祉課・内線1121までお問い合わせください。 

放課後子ども教室の活動内容

○セーフティサポーター
　施設の安全巡回パトロール、子どもたちの
見守りや入退室のチェック等を行います。

○学習アドバイザー
　予習や復習、補習等の学習活動（学びの場）
を行います。

○ボランティア指導員
　スポーツや文化活動等の体験活動（体験の
場）、地域の大人や異なる年齢の子どもとの
交流活動（交流の場）、お手玉やメンコなど
様々な昔遊びの場（遊びの場）を担当します。

※セーフティサポーター、学習アドバイザーに
ついては、若干の謝礼があります。

支　　　給　　　要　　　件　　　等支　給　月手　当　額手　当　名対象
　20歳未満の、身体障害者手帳1～4級程度、愛の手帳1～4度程度の障害のある児童を養育している方
※施設入所による支給制限有り。4月・8月・12月月額 6,100円

心身障害児福祉
手当　　　【市】

身
体
・
知
的
障
害
者
（
児
）

【都】制度の手当：20歳以上で、①身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1～3度程度の方、②脳性麻ひまた
は進行性筋萎縮症の方（65歳以上の新規申請は除く）

【市】制度の手当：20歳以上で、身体障害者手帳3級及び4級程度、愛の手帳4度程度の方（65歳以上の新規申請は
除く）

※施設入所及び所得による支給制限有り。

いずれも
4月・8月・12月

【都】月額15,500円
【市】月額  6,100円

心身障害者
福祉手当

【都】【市】

　①重度の知的障害、②重度の身体障害、③重度の障害が重複する方で常時複雑な介護を必要とする方（65歳以上
の新規申請は除く）　※施設入所、3か月を超える入院、所得による支給制限有り。

毎月月額60,000円
重度心身障害者
手当　　　【都】

　20歳未満の、身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1～3度程度、脳性麻ひまたは進行性筋萎縮症を有する
児童を養育している方　※施設入所及び保護者の所得による支給制限有り。2月・6月・10月月額15,500円

児童育成手当
（障害手当）【都】

　20歳未満の、身体障害者手帳1～3級程度、愛の手帳1～3度程度の障害のある児童、またはこれらと同等の疾病
や精神に障害のある児童を養育している方
※施設入所、公的年金の受給、保護者の所得などによる支給制限有り。

4月・8月・11月
重度：月額51,100円
中度：月額34,030円

特別児童扶養
手当　　　【国】

身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
（
児
）

　20歳未満で、身体障害者手帳1級及び2級の一部、愛の手帳1度及び2度、またはこれらと同等の疾病や精神に障
害のある児童で常時介護を必要とする児童
※施設入所、公的年金の受給、保護者の所得などによる支給制限有り。

2月・5月・
8月・11月

月額14,480円障害児福祉
手当　　　【国】

　20歳以上で、身体障害者手帳1級及び2級程度、愛の手帳1度及び2度程度の障害が重複している方、またはこれ
らと同等の疾病・精神障害のある方で常時特別の介護を必要とする方
※施設入所、3か月を超える入院、公的年金の受給、所得による支給制限有り。

2月・5月・
8月・11月

月額26,620円特別障害者
手当　　　【国】

　18歳に達した日以後の最初の3月31日までの児童を養育している保護者で、身体障害者手帳1級及び2級程度、
または精神に、労働することを不能にさせ、かつ、常時の監視または介護を必要とする程度の障害を有する方
※施設入所及び保護者の所得による支給制限有り。

2月・6月・10月月額13,500円
児童育成手当
（育成手当）【都】

○加入資格：障害者の保護者で、①都内に住所があること、②65歳未満であること、③特別の疾病または障害がな
く、保険契約の対象となることができること
○障害者の範囲：①知的障害者、②身体障害者（身体障害者手帳1級～3級）、③精神または身体に永続的な障害を
有する方で、①②と障害の程度が同程度の方

月額20,000円（口数追加加入者は40,000
円）その他弔慰金、脱退一時金等は加入期
間により異なります。掛金は加入時の保
護者の年齢により異なります。

心身障害者
扶養共済　【都】

①難病の患者に対する医療等に関する法律による特定医療費の支給の対象の方
②東京都難病患者等に係る医療費等の助成に関する規則による助成（これに相当する道府県の助成を含む）の対象の方
③上記の①②に規定する疾病にり患し、児童福祉法による小児慢性特定疾病医療費の支給の対象の保護者の方
※①②ともに65歳以上の新規申請は除く。
※施設入所、所得及び心身障害児福祉手当、心身障害者福祉手当との併給による支給制限有り。

4月・8月・12月月額 5,100円
難病患者福祉
手当　　　【市】

難
病
患
者

　被爆者健康手帳をお持ちの方　※申請受付は毎年度7月1日から7月31日まで。8月年額20,000円
原爆被爆者
見舞金　　【市】

被
爆
者
※手当名欄の【国】は国の制度、【都】は東京都の制度、【市】は東大和市の制度です。
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▽
対
象　

原
則
全
て
の
回
に
参

加
で
き
る
方

▽
期
日
・
内
容　

７
月
４
日
貍

「
創
業
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
」（
経
営
）及
び「
会
計
で
過

去
と
現
在
を
知
り
、
正
し
い
経

営
判
断
を
し
よ
う
」（
財
務
）、７

月　

日
貍
「
顧
客
視
点
で
売
る

１１
営
業
行
動
を
実
践
し
よ
う
」（
販

路
開
拓
）、７
月　

日
貍
「
関
係

２５

者
が
生
き
生
き
と
働
く
職
場
を

つ
く
ろ
う
」（
人
材
育
成
）及
び

「
創
業
に
向
け
て
の
支
援
機
関
を

活
用
し
よ
う
」、
８
月
１
日
貍

「
創
業
の
志
し
を
ロ
ジ
カ
ル
に 
纏 まと

め
、
夢
の
実
現
に
近
づ
こ
う
」

※
詳
細
は
、
チ
ラ
シ
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午

３０

後
４
時　

分
３０

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内 
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ 

ビ
 

ジ
 

ネ
 

ス
 

ト

（
桜
が
丘
２
―　

―
５
）

１３７

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
参
加
費　

無
料

▽
チ
ラ
シ
配
布
場
所　

産
業
振

興
課
（
市
役
所
１
階
）、市
内
公

共
施
設
等
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

▽
申
込
方
法　

創
業
塾
の
チ
ラ

シ
裏
面
の
申
込
書
に
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
産
業
振
興
課
へ

提
出
す
る
か
、
電
話
、
フ
ァ
ク

ス
（　

―　

―
５
９
２
７
）
で

０４２

５６３

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
５
ま
で
。

■
Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
事
業
開
発
や

製
品
開
発
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
す
。

◎
一
般
家
庭
で
も
農
薬
の
使
用

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

一
般
家
庭
で
樹
木
等
に
使
用

す
る
殺
虫
剤
等
も
農
薬
の
一
種

で
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
思
わ

ぬ
被
害
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
使
用
時
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
、
周
辺
の
方
々
に
健

康
被
害
が
及
ば
な
い
よ
う
最
大

限
の
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
方
法
、
使
用
上
の
注
意

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

�
天
候
や
時
間
帯
を
選
ん
で
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

�
飛
散
が
少
な
い
形
状
の
農
薬

や
農
薬
が
飛
散
し
に
く
い
ノ
ズ

ル
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

Ｉ
ｏ
Ｔ
に
関
心
の
あ

る
方

▽
日
時　

６
月　

日
貊
午
後
３

１９

時
〜
５
時

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
内
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

▽
講
師　

春
原
久
徳
氏

▽
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ
ス
ト
」

と
検
索
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

�
事
前
に
近
隣
の
方
々
に
周
知

し
、
特
に
農
薬
が
子
ど
も
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
防
止
対
策
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

�
使
用
年
月
日
、
場
所
、
対
象

植
物
、
農
薬
の
種
類
、
使
用
量

ま
た
は
希
釈
倍
数
に
つ
い
て
の

記
録
を
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

【
蚊
の
発
生
防
止
に
つ
い
て
】

　

蚊
の
発
生
が
本
格
化
す
る
時

期
で
す
。
植
木
鉢
の
受
け
皿
や

空
き
缶
、
バ
ケ
ツ
等
、
水
が
た

ま
り
や
す
い
所
に
ボ
ウ
フ
ラ
が

発
生
す
る
の
で
、
水
を
た
め
な

い
事
や
小
ま
め
な
水
の
交
換
を

お
願
い
し
ま
す
。
蚊
が
多
い
場

所
に
出
か
け
る
際
は
、
肌
の
露

出
を
最
小
限
に
し
、
虫
よ
け
剤

等
で
虫
刺
さ
れ
防
止
対
策
を
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市

で
は
、
７
月
〜
９
月
に
ユ
ス
リ

カ
を
駆
除
す
る
た
め
、
発
生
源

（
Ｕ
字
溝
等
）
に
成
長
抑
制
剤

（
粒
剤
）
の
散
布
を
行
い
ま
す
。

◎ 

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の
ご
協
力
を

　

環
境
省
で
は
、
地
球
温
暖
化

防
止
の
た
め
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

施
設
や
家
庭
の
電
気
を
消
し
て

い
た
だ
く
よ
う
呼
び
掛
け
る

「 

削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
６

月　

日
豺
〜
７
月
７
日
貂
の
間

２２
を
啓
発
期
間
と
し
ま
す
。ま
た
、

６
月　

日
豺
（
夏
至
の
日
）
に

２２

「
夏
至
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」、７
月

７
日
貂
（
七
夕
）
に
「
ク
ー
ル

ア
ー
ス
デ
ー
・
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
」

と
題
し
、
午
後
８
時
〜　

時
の

１０

２
時
間
、
一
斉
に
電
気
を
消
灯

CO2CO2

要
と
す
る
も
の
も
含
む
）、パ
ソ

コ
ン
、
そ
の
他
市
長
が
不
適
当

と
認
め
た
も
の

▽
登
録
期
間　

２
か
月
と
し
、

あ
っ
せ
ん
は
３
人
が
限
度
で
す
。

※
情
報
は
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
に
掲
示
し
ま
す
。「
譲
っ
て

く
だ
さ
い
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
譲
り
受
け
た
い
と
希
望
す
る

品
は
、
１
人
あ
た
り
２
点
ま
で

と
し
、登
録
順
に
紹
介
し
ま
す
。

※
市
民
の
方
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
す
る
意
識
や
善
意
に
よ
っ
て

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
譲
り
渡

し
は
無
料
で
お
願
い
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
２
ま
で
。

　

こ
の
制
度
は
、
皆
さ
ん
の
家

庭
で
不
用
に
な
っ
た
も
の
、
利

用
さ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
も
の

を
、
必
要
と
し
て
い
る
方
に
譲

り
渡
す
制
度
で
す
。

▽
登
録
で
き
る
も
の　

家
具
類
、

楽
器
類
、ベ
ビ
ー
用
品
、ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、雑
貨
類
等

▽
登
録
で
き
な
い
も
の　

食
料

品
、
薬
品
類
、
動
物
・
植
物
、

貴
金
属
、
衣
類
、
書
籍
、
ガ
ス

器
具
、
自
転
車
（
幼
児
用
は
扱

い
ま
す
）・
電
動
車
い
す
、
電
器

製
品
（
電
池
を
含
め
燃
料
を
必

生
活
用
品
交
換
情
報
提
供
制
度 

譲
り
ま
す 

　

譲
っ
て
く
だ
さ
い 

■
地
域
福
祉
審
議
会

▽
日
時　

７
月　

日
貉
午
後
７

１５

時
〜
９
時

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
１

・
２
会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
当

１０

日
先
着
順
）

▽
手
話
通
訳　

手
話
通
訳
が
必

要
な
方
は
、
７
月
１
日
貉
ま
で

に
、
フ
ァ
ク
ス
（　

―　

―
５

０４２

５６３

９
３
０
）
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

■
総
合
教
育
会
議

▽
日
時　

７
月　

日
貉
午
後
２

１５

時
か
ら

▽
場
所　

中
央
図
書
館

▽
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
（
当

１０

日
先
着
順
）

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
５
１
１
ま
で
。

■
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
会
議

▽
日
時　

６
月　

日
豺
午
後
２

２９

時
か
ら

▽
場
所　

市
役
所
会
議
棟
第
６

会
議
室

▽
傍
聴
者
の
定
員　

５
人
（
当

日
先
着
順
）

▽
保
育　

対
象
は
満
１
歳
以
上

の
未
就
学
児
で
す
。
保
育
の
申

込
期
限
は
６
月　

日
貊
で
す
。

１９

▽
問
合
せ
・
保
育
の
申
込
み　

保
育
課
・
内
線
１
７
５
４
ま
で
。

審
議
会
等 

平
成
26
年
度 

会
議
の
公
開
状
況 

　

平
成　

年
４
月
か
ら
平
成　

２６

２７

年
３
月
ま
で
の
間
に
開
催
し
た
、

東
大
和
市
附
属
機
関
等
の
会
議

の
公
開
状
況
に
つ
い
て
、
左
表

の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

文
書
課
・
内
線
１

３
２
１
ま
で
。

東
大
和
市
創
業
塾 
東
大
和
市
創
業
塾 

環
　 

　  

境 
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

◎
ハ
チ
の
巣
を
駆
除
す
る
た
め

の
防
具
服
を
貸
し
出
し
ま
す

　

市
で
は
、一
般
住
宅
・
民
間
施

設
に
で
き
た
ハ
チ
の
巣
の
駆
除

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ハ
チ
の

巣
は
、
所
有
者
・
居
住
者
の
方

ご
自
身
に
お
い
て
対
応
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
で

は
ハ
チ
を
駆
除
す
る
た
め
の
防

護
服
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
希
望
の
方
は
環
境
課（
市

役
所
３
階
）
で
予
約
し
、
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ス
ズ

メ
バ
チ
な
ど
危
険
度
が
高
い
場

合
は
、
専
門
業
者
に
依
頼
し
て

除
去
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

◎
有
害
物
質
を
取
り
扱
う
事
業

者
の
方
へ

①
都
の
条
例
に
よ
り
、
適
正
管

理
化
学
物
質
（
ト
ル
エ
ン
、
キ

シ
レ
ン
、
ジ
ク
ロ
ロ
メ
タ
ン
な

ど　

種
類
）
の
う
ち
、
１
物
質

５８
当
た
り
年
間　

キ
ロ
グ
ラ
ム
以

１００

上
取
り
扱
う
工
場
ま
た
は
指
定

作
業
場
は
、
毎
年
６
月
末
日
ま

で
に
前
年
度
の
使
用
量
等
を
市

へ
報
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
環
境
課
（
市
役
所
３
階
）

へ
報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
燃
料
小
売
業
の

方
は
、キ
シ
レ
ン
、ト
ル
エ
ン
、

ベ
ン
ゼ
ン
、
ヘ
キ
サ
ン
に
つ
い

て
も
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
過
去
に
有
害
物
質
（
鉛
、
ひ

素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な

ど　

種
類
）
及
び
有
害
物
質
を

２６
含
む
物
質
を
取
り
扱
っ
て
い
た

工
場
ま
た
は
指
定
作
業
場
で
、

事
業
の
廃
止
ま
た
は
施
設
の
除

去
を
行
う
場
合
は
、
そ
の　

日
３０

前
ま
で
に
土
壌
汚
染
状
況
調
査

を
行
い
、
調
査
結
果
を
市
へ
報

告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
事

業
の
廃
止
等
を
す
る
予
定
が
あ

る
場
合
は
、
事
前
に
環
境
課
ま

で
、ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
環
境

課
・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

　

特
別
永
住
者
で
外
国
人
登
録

証
明
書
を
お
持
ち
の
方
は
、
切

り
替
え
の
期
日
ま
で
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
即
日
交
付

は
不
可
。
必
ず
２
回
窓
口
に
来

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
対
象　

特
別
永
住
者
の
方

※
永
住
者
、
特
定
活
動
、
そ
の

他
の
中
長
期
在
留
者
の
方
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
で
の
手
続

き
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

法
務
省
入
国
管
理
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【　

歳
以
上
の
方
】

１６

　

外
国
人
登
録
証
明
書
に
あ
る

次
回
確
認
（
切
替
）
申
請
期
間

を
確
認
し
、
次
の
期
日
ま
で
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

�
２
０
１
２
年
７
月
９
日
か
ら

３
年
以
内
に
期
日
が
到
来
す
る

方
は
、
２
０
１
５
年
７
月
８
日

ま
で
。

�
２
０
１
５
年
７
月
９
日
以
降

に
期
日
が
到
来
す
る
方
は
、
そ

の
期
日
ま
で
。

【　

歳
未
満
の
方
】

１６

　
　

歳
の
誕
生
日
ま
で
に
手
続

１６
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
受
付　

市
民
課
（
市
役

所
１
階
）

▽
必
要
な
も
の　

外
国
人
登
録

証
明
書
、
３
か
月
以
内
に
撮
影

さ
れ
た
写
真
（
３
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
×
４
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、

パ
ス
ポ
ー
ト
（
お
持
ち
の
方
）

▽
手
数
料　

無
料

▽
問
合
せ　

市
民
課
・
内
線
１

０
１
７
ま
で
。

特
別
永
住
者
の
方
へ 

外
国
人
登
録
証
明
書
の 

切
り
替
え
を 

〝モノ〟にインターネットを接続
し、離れた〝モノ〟の状態を知っ
たり、操作したりすることができ
る技術。例えば、外出先から自宅
のエアコンの電源を切る、病院外
にいる医師が入院患者に接続した
測定器の情報を取得するなど。

IoT（Internet of Things）とは

公開・
非公開

開催
回数

附属機関等の名称

非公開3東大和市情報公開・個人情報保護審査会
公開5東大和市個人情報保護審議会
公開1東大和市特別職報酬等審議会
―0東大和市公務災害補償等審査会
公開1東大和市防災会議
公開2東大和市生活安全協議会
公開1東大和市国民保護協議会
公開3東大和市国民健康保険運営協議会
公開7東大和市子ども・子育て支援会議
公開4東大和市青少年問題協議会
公開9東大和市男女共同参画推進審議会
非公開1東大和市民生委員推薦会
公開11東大和市地域福祉審議会
公開9東大和市介護保険運営協議会
非公開113東大和市介護認定審査会
非公開12東大和市障害支援区分判定審査会
―0東大和市予防接種健康被害調査委員会
公開1東大和市環境保全審議会
公開1東大和市廃棄物減量等推進審議会
公開4東大和市都市計画審議会
―0東大和市街づくり審査会
公開1東大和市交通安全対策審議会
公開1東大和市自転車等駐車対策協議会
公開3東大和立野一丁目土地区画整理審議会
公開2東大和市学校給食センター運営委員会
公開11東大和市社会教育委員会議
公開2東大和市立郷土博物館協議会
公開2東大和市文化財専門委員会議
公開8東大和市立公民館運営審議会
公開3東大和市立図書館協議会

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は大変混雑しています。駅までおおむね800 メートル以内にお住まい
の方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線1213まで
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■
平
成　

年
度
先
天
性
風
し
ん

２７

症
候
群
対
策
事
業

○
風
し
ん
抗
体
検
査

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
１９

以
上
の
女
性
〔
次
に
該
当
す
る

方
は
除
く
①
過
去
に
風
し
ん
を

含
む
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
以
上
接

種
し
て
い
る
方
②
既
に
当
事
業

（
前
年
度
）
に
お
け
る
抗
体
検

査
を
受
け
て
い
る
方
③
抗
体
検

査
の
結
果
、
抗
体
価
が
不
十
分

な
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
る
方
〕

／
実
施
期
限　

平
成　

年
３
月

２８

　

日
貍
／
実
施
方
法　

抗
体
検

１２査
実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約

し 
、
住
所
、
生
年
月
日
の
分
か

る
も
の（
保
険
証
や
免
許
証
等
）

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
／
無
料

○
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ

Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
妊
娠

を
希
望
す
る　

歳
以
上
の
女
性

１９

で
、
次
に
あ
げ
る
風
し
ん
抗
体

検
査
の
結
果
、
抗
体
価
が
不
十

分
だ
っ
た
方
①
右
記
事
業
で
今

年
度
受
け
た
抗
体
検
査
②
過
去

に
受
け
た
抗
体
検
査
／
不
十
分

な
抗
体
価
と
は
、
Ｈ
Ｉ
法
で　
１６

倍
以
下
ま
た
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法
で
８

未
満
等
）
／
実
施
期
限　

平
成

　

年
３
月　

日
貅
／
実
施
方
法

２８

３１

①
に
該
当
す
る
方
は
、
検
査
を

行
っ
た
医
療
機
関
に
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
②
に
該
当
す

る
方
は
、
抗
体
検
査
結
果
の
コ

ピ
ー
を
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
予
防
接
種

予
診
票
を
発
行
し
ま
す
／
無
料

※
抗
体
検
査
及
び
予
防
接
種
の

実
施
医
療
機
関
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会
（
４

〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
７
月
１
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。
６
月　

日
貂
か
ら
受
付
開

１６

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、試
食（
保
護
者
の
み
）
／

母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、お

ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／
７
月
８
日
貉
午
後
１

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。６
月　

日
貂
か
ら
受

１６

付
開
始
）
／
保
育
室
有
り
（　
１５

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進

め
方
の
話
、
調
理
実
習
、
試
食

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
バ
ス
タ

オ
ル
な
ど

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

及
び
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱

え
て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
で
き
ま
す
）
／
６
月

　

日
貅
午
前
９
時　

分
〜　

時

２５

３０

１１

／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー

／
子
育
て
に
つ
い
て
の
情
報
交

換
や
作
業
療
法
士
に
よ
る
遊
び

方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

ま
す
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／
７
月
１

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
／
事
前

１０

申
込
制
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る

相
談

■
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
講
演

会
（
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
研

修
）
〜
見
過
ご
さ
な
い
で　

大

切
な
人
の
こ
こ
ろ
の
悩
み
〜

　

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
と
し

て
、
講
演
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
臨
床
心
理

士
を
講
師
に
迎
え
、
周
り
の
人

の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
へ
の
気

づ
き
や
声
か
け
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養

成
研
修
も
行
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
と
は
、
悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
、
必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、見
守
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

７
月　

日
貂
午
後
２
時
〜
４

１４

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／　

人
（
申
込
順
）
／
講
師

２０

福
永
由
里
香
（
臨
床
心
理
士
）

月　

日
ま
で
に
山
地　

―　

―

２０

０４２

５６２

７
３
９
７
へ（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）。

□
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
破
片
の
き
ら
め
き
」（
破
片
の

き
ら
め
き
実
行
委
員
会
）
／
市

民
の
方
／
６
月　

日
午
前
９
時

２１

　

分
〜
正
午
／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ

３０ー
ル
／　

人
（
当
日
先
着
順
）

２５０

／
精
神
科
病
院
で
の
稀
有
な
芸

術
活
動
の
記
録
／
■問
 

あ
と
り
え

ト
ン
ト
ン　

―　

―
３
９
２
０

０４２

５６６

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）／
高
齢
者
を

介
護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
な

ど
／
６
月　

日
午
前　

時
〜　

２１

１０

１１

時　

分
／
■場
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え

４５
ん
ど
う
ま
め
／
介
護
の
悩
み
な

ど
を
話
し
て
気
持
ち
を
軽
く
し

ま
し
ょ
う
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

１００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
の
場
「
ま
め
家
」

（
ま
め
の
会
）／
６
月　

日
午
後

２１

１
時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ

３０

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／　

人
１０

／
地
域
の
方
と
お
し
ゃ
べ
り
し

ま
し
ょ
う
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

２００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
ゆ
る
体
操
公
開
講
座
（
ゆ
る

体
操
ゆ
る
り
）
／
妊
婦
さ
ん
、

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

産
後
す
ぐ
の
方
、
シ
ニ
ア
の
方

な
ど
女
性
全
般
／
６
月　

日
午

２６

前　

時　

分
〜
正
午
／
■場
上
北

１０

１５

台
公
民
館
／
５
人
（
申
込
順
）

／
体
を
さ
す
っ
た
り
揺
ら
し
て
、

固
ま
っ
た
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
／
■講
 

川
合
圭
子
／
■費
 
　

円
（
受
講
料
）

５００

／
軽
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

／
■申
 

６
月　

日
ま
で
に
鈴
木　

２５

０８０

―
６
５
０
６
―
４
８
５
２
へ
。

□
第　

回
地
域
交
流
会
「
来

１６

て
！
見
て
！
作
っ
て
！
」（
み
ん

な
の
会
・
第
二
み
ん
な
の
家
）

／
６
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２８

１０

２
時
／
■場
第
二
み
ん
な
の
家
／

作
業
所
作
品
販
売
、
陶
芸
体
験
、

押
花
体
験
、
は
ん
ど
ぷ
れ
ー
と
、

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
／
■問
 

第
二
み

ん
な
の
家　

―　

―
０
２
６
７

０４２

５６７

□
第　

回
七
夕
祭
（
国
立
音
楽

６０

大
学
七
夕
座
）
／
幼
児
〜
小
学

生
／
６
月　

日
午
後
１
時
〜
５

２８

時
（
雨
天
決
行
）
／
■場
国
立
音

楽
大
学
新
１
号
館
他
／
ダ
ン
ボ

ー
ル
遊
具
、
手
遊
び
、
和
太
鼓

な
ど
／
■講
 

宇
佐
美
明
子
／
■問
 

矢

吹　

―
３
４
３
７
―
５
７
０
８

０９０
□
大
人
向
け
野
球
教
室
ベ
ー
ス

ボ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
（
東
大
和
青

年
会
議
所
）
／
市
内
在
住
、
在

勤
の　

歳
以
上
の
方
／
７
月　

２５

１２

日
午
前
９
時　

分
〜
正
午
／
■場

３０

上
仲
原
公
園
野
球
場
／　

人
８０

（
申
込
順
）
／
西
武
ラ
イ
オ
ン

ズ
コ
ー
チ
に
よ
る
野
球
教
室
／

■講
 

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
コ
ー
チ
４

人
／
■持
 

野
球
グ
ロ
ー
ブ
、
運
動

靴
、
運
動
着
／
■申
 

６
月　

日
ま

３０

で
に
永
瀬　

―
９
８
１
３
―
７

０９０

０
３
１
へ
。

□
公
開
講
演
会
（
公
益
社
団
法

人
東
京
都
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
立
川
支
部
）
／
７
月
２
日
午

後
１
時　

分
〜
４
時　

分
／
■場

３０

３０

立
川
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
ア

イ
ム
ホ
ー
ル
１
階
（
立
川
市
曙

町
２
―　

―
２
）
／
住
宅
建
替
、

３６

改
修
、
耐
震
、
不
動
産
税
制
改

正
／
■講
 

秋
山
英
樹
、
小
嶋
公
志

／
■問
 

立
川
支
部
事
務
局　

―　
０４２

５４８

―
１
２
５
１

□
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
大
会

（
ひ
ま
わ
り
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
）
／
市
内
在
住
・
在
勤

の
方
／
７
月　

日
午
前
９
時
〜

２６

午
後
４
時　

分
／
■場
市
民
体
育

３０

館
／　

人
（
申
込
順
）
／
ダ
ブ

５０

ル
ス
団
体
戦
／
■持
 

ラ
ケ
ッ
ト
、

室
内
靴
、
飲
み
物
／
動
き
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
／

■申
 

６
月　

日
ま
で
に
平
野　

―

３０

０４２

　

―
２
８
５
７
へ
。

５６５

■
１
日
１
回
は
こ
こ
ろ
の
体
温

計
で
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
！

　

梅
雨
の
じ
め
じ
め
や
日
々
の

生
活
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

い
ま
せ
ん
か
。

　
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
は
、

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、

こ
こ
ろ
の
状
態
を
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

／
無
料
（
通
信
料
は
自
己
負
担
）。

■
糖
尿
病
予
防
教
室

　

糖
尿
病
予
防
に
は
食
事
と
運

動
が
大
切
で
す
。
若
さ
を
保
つ

ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
糖
尿
病
予
防
の
た
め
に
大

切
な
食
事
と
運
動
の
こ
と
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

概
ね　

歳
未
満
の
方
／
日
時

６５

等　

左
表
の
と
お
り
／
場
所

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
）

■
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数

が
高
齢
者
（　

歳
以
上
）
で
す
。

６５

　

日
中
の
炎
天
下
だ
け
で
な
く
、

◎
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用

差
額
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り

替
え
た
時
に
、
自
己
負
担
額
の

削
減
が
見
込
ま
れ
る
方
へ
通
知

し
て
い
ま
す
。
こ
の
通
知
に
よ

り
、
特
に
申
請
等
の
手
続
き
を

行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の

切
り
替
え
を
希
望
す
る
方
は
担

当
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

先
発
医
薬
品
（
新
薬
）
の
特
許

が
切
れ
た
後
に
、
同
一
成
分

（
同
一
効
能
、効
果
）
を
持
つ
後

発
医
薬
品
の
こ
と
で
す
。

◎
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ

ラ
ム

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

で
、
生
活
習
慣
を
起
因
と
し
た

糖
尿
病
の
治
療
を
し
て
い
る
方

の
中
か
ら
対
象
と
な
っ
た
方
へ

糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。　

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
食
事
や

運
動
な
ど
の
支
援
の
た
め
、
保

健
師
等
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣

改
善
の
た
め
の
計
画
に
基
づ
い

た
面
談
や
電
話
な
ど
を
行
い
、

糖
尿
病
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
は

担
当
医
師
と
相
談
し
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
保
険

年
金
課
・
内
線
１
０
２
１
ま
で
。

病院？救急車？迷ったら �「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同
作

業
所
連
絡
会
）
／
６
月　

日
〜

１５

　

日
午
前
９
時　

分
〜
午
後
４

１９

３０

時　

分
（　

日
は　

時
か
ら
。

３０

１５

１０

　

日
は
４
時
ま
で
）
／
■場
市
役

１９所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
／
革
工
芸

品
、
手
工
芸
品
、
陶
芸
品
、
菓

子
等
の
展
示
・
販
売
／
■問
 

食
工

房
ぱ
る　

―　

―
１
４
４
１　

０４２

５６７

□
ら
★
ご
ん
た
祭
（
か
た
つ
む

り
の
会
作
業
所
）
／
市
民
の
方

／
６
月　

日
午
前　

時
〜
午
後

２０

１１

３
時
／
■場
か
た
つ
む
り
の
会
作

業
所
／
ク
ッ
キ
ー
、焼
き
そ
ば
、

朝
ど
り
野
菜
の
販
売
、
バ
ザ
ー

／
■問
 

か
た
つ
む
り
の
会
作
業
所

　

―　

―
１
０
２
８

０４２

５６７

□
シ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流

会（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
）／
市

内
在
住
・
在
勤
で　

歳
以
上
の

６０

方
／
６
月　

日
正
午
〜
午
後
４

２７

時
／
■場
市
民
体
育
館
／　

人
／

２０

年
齢
層
毎
の
交
流
試
合
／
■申
 

６

室
内
や
夜
で
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。こ
ま
め
な
水
分
補
給
、

部
屋
の
温
度
計
測
、
涼
し
い
服

装
、
エ
ア
コ
ン
の
適
度
な
利
用

な
ど
、
高
齢
者
の
方
は
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
外
出
時
は
な
る
べ
く

日
陰
を
歩
き
、
暑
い
時
は
無
理

を
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
の
涼
し

い
場
所
や
休
め
る
施
設
を
事
前

に
確
認
し
、
い
ざ
と
い
う
時
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

�������������������������

国
民
健
康
保
険 

　

被
保
険
者
の
方
へ 

　
　
　
　
　

ご
案
内 

持ち物等内容（講師）日時

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具

医師の講話（今井俊夫
氏）、血管年齢測定（保
健師）

  7  月  4  日貍
午後  1  時30分
　　　　～  4  時

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、飲み
物、動きやすい服装

運動の実技と講話（運
動指導士）、歯周病の話
（歯科衛生士）

  7  月  9  日貅
午後  1  時30分
　　　　～  4  時

健康手帳（お持ちの
方）、筆記用具、エプ
ロン、三角巾

栄養の話と調理実習
（栄養士）

  7  月 14 日貂
午前  9  時 30分
～午後  0  時30分

携帯電話で上図のＱ
Ｒコードを読み取る
ことで利用できます。
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■
道
路
等
と
私
有
地
と
の
境
界

の
確
認
を

　

市
道
や
水
路
等
と
私
有
地
と

の
境
界
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、

土
木
課
（
市
役
所
２
階
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

家
の
建
替
え
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
築
造
等
の
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
境
界
を
確
認
し
て
か
ら
工

事
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
境
界
に
は
、
曲
が
り

角
ご
と
に
境
界
を
示
す
た
め
の

境
界
標（
コ
ン
ク
リ
ー
ト 
杭 
、金

く
い

属
製
プ
レ
ー
ト
等
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

工
事
等
の
際
に
は
、
こ
れ
ら

を
動
か
し
た
り
、
壊
し
た
り
し

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
／
土

木
課
・
内
線
１
２
１
１
ま
で
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
　

平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平

２７

成　

年
１
月
１
日
ま
で
に
新
築

２８
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
家
屋
に
は
、

平
成　

年
度
か
ら
固
定
資
産
税

２８

と
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
た
め
市
で
は
、
課
税
の

基
礎
と
な
る
家
屋
の
評
価
額
を

算
出
す
る
た
め
の
調
査
を
現
在

行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
家
屋
に
は
、
市

の
職
員
が
伺
い
、
家
屋
の
床
面

積
や
内
部
・
外
部
の
使
用
資

 
材
・ 
仕
上
げ
な
ど
を
調
査
さ
せ

　て
い
た
だ
き
ま
す
。　

　

該
当
す
る
家
屋
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
調
査
の
日
程
や
時
間
に
つ

い
て
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

ま
た
、
家
屋
の
取
り
壊
し
を

し
た
場
合
も
、
次
年
度
か
ら
課

税
を
し
な
い
た
め
の
処
理
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
／

課
税
課
・
内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
東
京
都
都
市
整
備
局
〜
屋
外

広
告
物
講
習
会

　

東
京
都
内
で
屋
外
広
告
業
を

営
ん
で
い
る
方
、
ま
た
は
営
も

う
と
し
て
い
る
方
／
８
月　

日
２５

貂
・　

日
貉
午
前
９
時　

分
〜

２６

２０

午
後
４
時　

分
／
場
所　

東
京

４５

都
庁
第
一
本
庁
舎
５
階
大
会
議

場
／　

人
（
申
込
順
）／
受
講
料

２０１

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　6月30日（火） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税 第1期全期前納 

・国民健康保険税 過年度第3期 

・介護保険料 過年度第3期 

・後期高齢者医療保険料 過年度第3期 

バランスのよい食事の基本型　
　６月は食育月間です。この機会に普段の
食事を見直してみるのはいかがでしょうか。
一番大切なポイントは主食・主菜・副菜の

３品がそろっていることです。
①主食は適量、なるべく３食とも同じ量に
　主食とはご飯やパン、めん類など穀物を
主材料とするものです。脳をはじめ全身に
送られて、身体を動かすためのエネルギー
源となります。適量は毎食１皿で、１日３
皿です。
②主菜は毎食１皿ずつ、１日３皿を
　主菜とは魚介、肉、卵、大豆・大豆製品
などが主材料で、メインのおかずとなるも
のです。身体の筋肉や血液を作り、エネル
ギー源にもなります。肉ばかり魚ばかりと
同じものが続かないようにしましょう。
③副菜は積極的にとりましょう
　副菜とは野菜、芋、きのこ、海藻などが
主材料となります。身体の調子を整えたり、
便秘予防の効果があります。１食で１～２
皿、１日で５皿を目標にしましょう。１皿
分の量は、生野菜なら両手１杯分、ゆで野
菜なら片手１杯分です。
　１皿分の量は少なすぎると必要な栄養量
が確保できないため、５０ｇ以上と覚えてお
きましょう。食事療法中の方は医師の指示
のもと行いましょう。
　主食・主菜・副菜に加え、牛乳・乳製品、
果物を１日１回とるとより良いでしょう。
不足しがちなカルシウムやビタミン、ミネ
ラル、食物繊維が多く含まれています。
　１食あたりの食事の基本型を覚えると、
外食時もバランスのよい食事をとることが
でき、生活習慣病の予防にもつながります。
　健全な食生活で体力維持を図り、これか
ら迎える暑い夏を元気に過ごしましょう。
　健康に関する相談・問合せは、市立保健
センター� 042-565-5211 まで。

四
、
九
〇
〇
円
（
別
途
指
定
テ

キ
ス
ト
が
必
要
で
す
）
／
申
込

書
の
配
布
場
所　

東
京
都
、
区

・
市
・
瑞
穂
町
の
屋
外
広
告
物

担
当
窓
口
〔
東
大
和
市
は
都
市

計
画
課
（
市
役
所
２
階
）〕
／
申

込
み　

６
月　

日
豺
〜　

日
貊

２２

２６

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
（
正

３０

午
〜
１
時
は
除
く
）
に
、
申
込

書
に
受
講
料
を
添
え
て
、
東
京

都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政

策
部
緑
地
景
観
課
（
東
京
都
庁

第
二
本
庁
舎　

階
中
央
）
で
お

２１

申
し
込
み
く
だ
さ
い
／
東
京
都

都
市
整
備
局
緑
地
景
観
課
�　
０３

―
５
３
８
８
―
３
３
３
５
へ
。

■
商
工
会
〜
個
人
事
業
者
向
け

源
泉
所
得
税
個
別
指
導
会

　

７
月
１
日
貉
〜
９
日
貅
午
前

　

時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜

１０日
は
除
く
）
／
場
所　

商
工
会

館
／
持
ち
物　

給
与
支
払
明
細

書
、
扶
養
控
除
等
申
告
書
、
納

付
書
（
全
て
必
ず
お
持
ち
く
だ

さ
い
）
／
商
工
会
�　

―　

―

０４２

５６２

１
１
３
１

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
夏
の
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

／
８
月
４
日
貂
午
後
１
時　

分
３０

〜
３
時　

分
／
場
所　

社
会
福

３０

祉
協
議
会
／
市
内
の
福
祉
制
度
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

◎
参
加
者
を
募
集
〜
夏
！
体
験

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
期
間　

７
月　

日
貊
〜
８

２４

月　

日
豺
の
う
ち
数
日
／
高
齢

３１
者
・
障
害
者
施
設
、
保
育
園
等

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
／　
３００

円
以
上
（
保
険
料
）
／
説
明
会

７
月　

日
貂
午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

３
時　

分
、
７
月　

日
貂
午
後

３０

２１

７
時
〜
９
時
、
７
月　

日
貂
午

２８

前　

時
〜
正
午
／
日
程
の
い
ず

１０
れ
か
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
上
記
に
参
加
で
き
な

い
場
合
は
、
８
月
４
日
貂
の

「
夏
の
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講

座
」
に
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
０
０

０４２

５６４

３
５
へ
。

■
お
詫
び
と
訂
正

　

６
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
し

た
「
市
へ
の
ご
寄
付
」
の
団
体

名
に
つ
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　

青
梅
信
用
金
庫

（正）
　
　

青
梅
信
用
金

（誤）

������������������������������������

□
公
開
学
習
会
「
夏
休
み
先
取

り
こ
ど
も
工
作
体
験
」〔
ア
ト
リ

エ
こ
ん
ぺ
い
と
う
（
こ
ど
も
造

形
教
室
）〕
／
年
長
〜
小
学
生
／

７
月　

日
午
後
１
時
〜
４
時
／

１１

■場
南
街
公
民
館
／
各
５
人
（
申

込
順
）
／
①
木
の
動
物
メ
モ
立

て
②
着
せ
替
え
コ
ッ
プ
作
り
／

■講
 

岩
村
ゆ
り
え
／
■費
 
　

円
（
材

５００

料
代
）
／
■持
 

鉛
筆
、
ハ
サ
ミ
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル
／
■申
 

６
月　
３０

日
ま
で
に
川
島　

―
４
９
９
１

０９０

―
９
８
３
９
へ
。

□
子
ど
も
手
話
学
習
会
（
聴
覚

障
害
者
協
会
）
／
市
内
在
住
の

小
・
中
学
生
／
７
月　

日
か
ら

２０

毎
週
月
曜
日
（
全
５
回
）
午
前

９
時
〜
正
午
／
■場
の
ぞ
み
集
会

所
／　

人
／
手
話
学
習
、
ろ
う

５０

者
と
の
交
流
な
ど
／
■費
 
　

円
１００

（
材
料
代
）
／
■持
 

筆
記
用
具
、

テ
キ
ス
ト
／
■申
 

６
月　

日
ま
で

３０

に
フ
ァ
ク
ス
は
細
田　

―　

―

０４２

５６５

３
８
８
２
、
電
話
は
本
多　

―
０４２

　

―
４
３
１
７
へ
。

５６４□
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
会

員
募
集
（
夢
あ
ざ
み
）
／
毎
月

第
４
日
曜
日（
予
定
）
午
後
１
時

　

分
〜
４
時
／
■場
清
原
市
民
セ

３０ン
タ
ー
／
■費
 

１
回　

円
／
■問
 

田

２００

中　

―
３
５
１
６
―
１
１
６
９

０９０
□
社
交
ダ
ン
ス
教
室
会
員
募
集

（
ポ
ス
チ
ャ
ー
）
／
毎
月
３
回

第
１
・
２
・
３
週
月
曜
日
午
後

１
時　

分
〜
３
時　

分
／
■場
清

３０

３０

原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
サ
ー
ク
ル

終
了
後
個
人
レ
ッ
ス
ン
実
施
中

／
■講
 

指
導
経
験
豊
富
な
プ
ロ
／

■入
 

千
円
／
■月
 

三
千
円
／
■問
 

田
中

　

―
３
５
１
６
―
１
１
６
９

０９０□
６
月　

日
〜　

日
は
全
国
一

２２

２８

斉「
子
ど
も
の
人
権　

番
」
強
化

１１０

週
間
で
す
／
学
校
で
の
「
い
じ

め
」
や
家
庭
内
で
の
児
童
虐
待

で
悩
ん
で
い
た
ら
、
１
人
で
悩

ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
／
電

話
番
号　

０
１
２
０
―　

―　
００７

１１０

／
開
設
時
間　

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
７
時（
土
・
日
曜
日
は
午

前　

時
〜
午
後
５
時
）
／
強
化

１０
週
間
外
で
も
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
平
日
の
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
）
／
■問
 

３０

１５

東
京
法
務
局
人
権
擁
護
部
第
二

課　

―
５
２
１
３
―
１
２
３
４

０３
□
第　

回
市
民
公
開
講
座
「
市

３１

民
が
行
う
心
肺
蘇
生
法
」（
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
）
／
７
月
４
日

午
前
９
時　

分
〜
午
後
１
時
／

３０

■場
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
昭

和
の
森
看
護
学
校
体
育
館
／　
３０

人
（
申
込
順
）
／
■講
 

伊
東
尚
、

小
原
佐
衣
子
、
佐
藤
昌
太
／
■申
 

７
月
１
日
ま
で
に
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
地
域
医
療
連
携
室　

―
０４２

　

―
５
５
１
１
、
フ
ァ
ク
ス　

５２６

０４２

―　

―
５
７
２
９
へ
。

５２６

〈
一
般
書
〉

�
外
国
人
が
愛
す
る
美
し
す

ぎ
る
日
本

　
　
　

シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
、

ス
テ
フ
ァ
ン 
著

�
失
敗
力

　

週
刊
ジ
ョ
ー
ジ
ア編

集
部 
編

�
自
転
車
の
教
科
書
―
身
体

の
使
い
方
編
―

堂
城 
賢 
著

�
メ
デ
ィ
ア
モ
ン
ス
タ
ー

曲
沼 
美
恵 
著

〈
児
童
書
〉

�
カ
ワ
と
７
に
ん
の
む
す
こ

た
ちシ

ャ
ク
リ
ー
、
ア
マ
ン
ジ

　

野
坂 
悦
子 
ぶ
ん

�
光
る
い
き
も
の 
キ
ノ
コ

　

大
場 
裕
一 
著

�
た
び
い
え
さ
ん

　

北
川 
チ
ハ
ル 
作

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで
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●ファミリーミュージカル
「シンデレラ」
　美しいミュージカルナンバ
ーとバレエで 綴 る幸せの物語。

つづ

子どもから大人までお楽しみ
いただけるステージをお届け
します。
　７月１２日 豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人・
子ども同一料金２,５００円（友の
会２,２５０円）
※３歳未満のひざ上鑑賞は無
料。席が必要な場合は有料。
●５０周年記念コンサート　グ
ラシェラ・スサーナ～半世紀
の思いを込めて～
　７月２０日（祝日）午後２時開

チケット発売中の自主事業

演／大ホール　全席指定／一
般４,５００円（友の会４,０５０円）
※未就学児童の入場はご遠慮
ください。
●ジョージ・ブレイス　カル
テット　ジャズコンサート
　 8 月2 2日 貍午後 6 時開演／
小ホール　全席自由／前売
2,500 円 （大学生以下 1, 000 円）
●演劇集団円　演劇研究所よ
り「父と暮らせば」

　演劇集団円の俳優による二
人芝居。作品は、井上ひさし
（こまつ座）の名作「父と暮
らせば」。
　贅沢な舞台装置は無いけれ

ど、低価格で俳優の魅力を存
分に味わえる、本格的公演で
す。ぜひ、この機会をお見逃
しなく。
　８月２９日 貍午後３時開演／
小ホール　全席自由（整理番
号付） ／ 一般  ２,５００円、 小学生 ～
高校生２,０００円
※未就学児童の入場はご遠慮
ください。

 

●東大和の音楽家たちパート
２４「初夏のロマンチックアン
サンブル」
　６月24日 貉正午開演／入場
無料／出演　友永恭子　小崎
幸子　緒方亮子　古壮康子

 

　市民を対象とした調整会議
は７月１日貉午後１時３０分か
ら行います。

ロビーコンサート

７月の施設利用の申込み
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■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た

め
に
、
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
免
除
制
度

　

申
請
者
本
人
、
申
請
者
の
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
方

は
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
免
除
に
は
、
保
険
料
の

全
額
が
免
除
さ
れ
る
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
一
部
（
半
額
、
４

分
の
１
、
４
分
の
３
）
の
保
険

料
が
免
除
に
な
る
一
部
納
付
が

あ
り
ま
す
。

○
納
付
猶
予
制
度

　

申
請
者
本
人
と
申
請
者
の
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が

一
定
基
準
以
下
で
、　

歳
以
上

２０

　

歳
未
満
の
方
は
、
申
請
に
よ

３０り
保
険
料
の
納
付
を
納
期
限
か

ら
最
長
で　

年
、
後
払
い
に
で

１０

き
ま
す
。

※
両
制
度
と
も
申
請
に
は
印
鑑

が
必
要
で
す
。

※
失
業
に
よ
り
申
請
（
退
職
特

例
）
を
す
る
場
合
は
、
雇
用
保

険
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
、
公
的
機
関
が
発
行
す

る
退
職
日
が
分
か
る
証
明
書
の

い
ず
れ
か
（
た
だ
し
、
各
証
明

書
の
退
職
日
に
よ
っ
て
は
、
特

例
措
置
に
該
当
し
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
退
職
特
例
に
よ
る
免
除
・

納
付
猶
予
の
承
認
は
継
続
申
請

の
対
象
外
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

【
申
請
受
付
】

　

平
成　

年
７
月
〜
平
成　

年

２７

２８

６
月
分
（
１
年
間
）
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
は
７
月
１
日
貉

か
ら
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

平
成　

年
度
継
続
申
請
に
よ

２６

り
全
額
免
除
・
納
付
猶
予
の
承

認
を
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成

　

年
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま

２７せ
ん
（
た
だ
し
、
平
成　

年
中

２６

の
所
得
の
申
告
が
必
要
で
す
）。

○
平
成　

年
４
月
か
ら
、
申
請

２６

時
点
の
２
年
１
か
月
前
の
月
分

ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
免
除
申
請
が
可
能
な
期
間
〕

（
例
）
平
成　

年
７
月
に
申
請

２７

す
る
場
合
、
平
成　

年
６
月
分

２５

か
ら
平
成　

年
６
月
分
ま
で
。

２８

※
申
請
期
間
に
対
応
す
る
前
年

所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

申
請
が
遅
れ
る
と
障
害
基
礎
年

金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
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中小企業大学校ってどんなところ？　
　東大和市駅のほど近くに、中小企業大学校東
京校があります。何について教えているのか、
どんな人が学んでいるのか、とても興味がわき、
取材に行ってきました。
　中小企業診断士を養成する「中小企業診断士
養成課程」をはじめ、中小企業の経営者や後継
者、管理者の方を対象とした「中小企業者等研
修」など多様な研修を実施しているようです。
　この学校で学んでいる方は、全国各地から研
修のために訪れていて、敷地内の寮で宿泊しな
がらビジネスについて猛勉強しています。私の
ような個人経営の商店には、「少し敷居が高い
かな」と思いましたが、今年度から「Ｂｕｓｉ
Ｎｅｓｔ」という試みが始まったことを紹介し
ていただきました。“ビジネスのたまご”を温め、
育てる場所として敷地内の寮の一部を改修して、
「社会に役立つ仕事がしたい」「専門知識を活
かした事業がしたい」「趣味を活かしたビジネ
スがしたい」などの心の中で温めている「夢」
を実現させるサポートをする試みだそうです。
　「ＢｕｓｉＮｅｓｔ」の施設を見学させても
らいましたが、とてもすばらしく「すきなこと」
でビジネスにチャレンジするには最適な環境で
した。しかし、個人でいきなり訪れるには、ち
ょっと勇気がいるかもしれません。
　興味をお持ちの方は、１０月３１日貍・１１月１日
豸に開催される産業まつりに、ぜひお越しくだ
さい。毎年、市役所の中庭で実施されていた産
業まつりが、今年は中小企業大学校で実施され
ます。わくわく楽しいイベントやブースがあ
り、「ＢｕｓｉＮｅｓｔ」に関する紹介もあるの
で、気軽に相談できると思います。
　また市では、市内で創業を希望する方を、「Ｂ
ｕｓｉＮｅｓｔ」、商工会と連携して応援する
創業支援事業を実施しています。
　才能を眠らせているあなた、今年はチャレン
ジの年かもしれませんよ。
                    　　　　　（市民記者　鈴木富雄）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ
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ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

�古紙含有率 70％再生紙を使用しています

申込対象月施設名
平成２８年７月大・小ホール
平成２８年１月その他の施設

東やまと市報をお届けします

　東やまと市報は、新聞（朝日・産経・東京・日本
経済・毎日・読売新聞）に折り込まれています。
　市では、市内在住で新聞を購読して
いない方を対象に、市報の宅配を行っ
ています。ぜひお申し込みください。
�申込み　秘書広報課・内線 1411 まで


